
瀬戸市地域農業再生協議会水田フル活用ビジョン 

 

 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題 

瀬戸市では、戦略作物である米粉用米、ＷＣＳ用稲の栽培が定着しつつあ

る。地域振興作物は、水田を有効活用して、露地野菜を中心に生産されてい

る。しかし、農家の高齢化や後継者不足により、田畑の耕作放棄地化が年々

進行している。 

 

２ 作物ごとの取組方針 

 

（１）主食用米 

   農家の高齢化や後継者不足により、年々減少傾向にあるものの、農業塾の卒塾生

や若手の農業者を活用し、現状維持に努める。 

 

（２）非主食用米 

  ア 飼料用米 

    産地交付金の産地戦略枠を活用し、栽培暦に準じた適正な施肥管理を行うなど

生産性と品質の向上を図りつつ、畜産農家と連携し、計画生産を行う。 

イ 米粉用米 

    生産性と品質の向上を図り、当面の間は現状の生産量を維持しつつ、拡大の方

向性を探る。 

  ウ ＷＣＳ用稲 

    産地交付金の産地戦略枠を活用し、栽培暦に準じた適正な施肥管理を行うなど

生産性と品質の向上を図りつつ、畜産農家と連携し、計画生産を行う。 

 

（３）大豆 

   大豆については、産地交付金の産地戦略枠を活用し、２７年度に引き続き栽培に

取り組み、市内の豆腐店と連携して豆腐への加工を行う。 

 

（４）野菜 

   地域特産物として力を入れている「自然薯」「山ごぼう」を振興品目として面積を

拡大する。 

 

 

 

 

 



３ 作物ごとの作付予定面積 

作物 平成 25年度の作付面積 

（ha） 

平成 28年度の作付予定面積 

（ha） 

平成 30年度の目標作付面積 

（ha） 

主食用米 118.0 119.0 119.0 

加工用米 － － － 

備蓄米    

米粉用米 0.2 0.2 0.2 

飼料用米 － 0.3 0.3 

ＷＣＳ用稲 3.1 3.8 3.8 

麦    

大豆 0.0 0.4 0.4 

飼料作物    

そば    

なたね    

その他地域振興作物 4.2 4.4 4.4 

 野菜 

・景観 

・ 

・ 

3.8 

0.4 

4.0 

0.4 

4.0 

0.4 

 

４ 平成 28年度に向けた取組及び目標 

取組 

番号 
対象作物 取組 

分類

※ 
指標 

平成 25年度

（現状値） 

平成 28年度

（目標値） 

平成 28年度 

支援の有無 

 

1 
ＷＣＳ用稲 生産性向上の取組

 

イ 
実施面積 2.0 3.8 有 

 

2 
大豆 生産性向上の取組

 

ウ 
実施面積 0.0 0.4 有 

 

3 
飼料米 生産性向上の取組

 

イ 
実施面積 0.0 0.3 有 

 
  

 
    

 

※「分類」欄については、要綱（別紙 11）の２（５）のア、イ、ウのいずれに該当するか記入して下さい。

（複数該当する場合には、ア、イ、ウのうち主たる取組の記号をいずれか 1 つ記入して下さい。） 

ア 農業・農村の所得増加につながる作物生産の取組 

  イ 生産性向上等、低コスト化に取り組む作物生産の取組 

  ウ 地域特産品など、ニーズの高い産品の産地化を図るための取組を行いながら付加価値の高い作物

を生産する取組 

 

５ 産地交付金の活用方法の明細 

  別紙のとおり 
   


